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ゼ ア ノ 五 山奏重

本日は 3由 のビアタニ重奏山が演姿される。これらは望内楽と呼ばれるジャンルに属する。室

内楽どt ttFu2人 から0人 くらいまての少人数で演芸されるものであり 各 パ
ートによ浜者がそ

れぞれ1人ずつしかいない。そしてをバートの間には作品全体を通じての主従の関係はない。室内

禁では こ のような構成上の特徴があるため 響 営が透明で 各 本
一卜の撒りなす旋f■線"ヤまっき

りと強こえてくる 重 奏の音楽的な特徴は、独豪や合奏の場合とは基本的 4泉なっているのである。

ビテタ五重豪曲の■で最も有名な作品は シ ェ
ーベルトの 「欝Jて あろう。しかしそれは ピ ア

タ ヴ 7イ オリン、ツィオラ、チェ0 コ ントラ′`スという異色の綴成によるものてある。ビアタ

五重奏曲の最も典型的な編成は ビ 7ノ と弦楽四重奏 (第1ツ ァイオリン 第 2ブ ,イ オリン、グ

ィオラ チ ェ')の rrtみ合わせである。弦米四重奏に ビ ′夕のパートが加えられることにより

を弦薬器の動きに余格が出てくるので き 楽的な遊ひが自由にてきるようになる。また、転楽器と

ピア/ど の対照的な響きの違いによって、弦楽艦だけの垂奏にはないダイナミックな力雛  季 や

かな色彩忠乾 変 化に富んだ埜かな表現力などが生tれ てくる。ベ
ートーヴェン以前では弦楽五重

芸曲の方か多かったか 。 マン派になると こ のような特徴が好まれるようになリ ピ 'ノ エ重奏

曲も費用されるようになる。こうしてン=― マン グ ラ
ームス、 ドウォルジャーク フ ■―レなど

の数多くのビアタニ重奏曲の傑作が生まれることになったのである。

ビアタ五重婁曲の歴史上 初 期の重要な作品が今夕のプログラムにあるボッケリ
ーニ (1743～

1803)の 「ビアタ五重奏由 第 六番 ハ 長調 作 品ヤ 造 作Jで ある。この曲は、 1799年 にパ

リでHtほされた 0出のビアノ五重奏出の中に含まれているものてある。イタリアの作曲家ボッケリ
ーニは ,_,泰 者としてもイタリアをはじめヨーロッフ`各地で活距した。チェ。を巧みに用いた

乾某五重姿山を まじめ 気 品にあ■れた望内楽曲を数多くさいたが さ らに交讐曲や協婆血などの

シ“ンルにも質の高い作品を残し 古 典派のHで も重要な作曲家の一人とされている。今夕演奏さ

れる 「ピアタニ重豪曲Jは  そ うしたヽフケリーニ特有の級情性と洗41された艇雄さをただよわせ

た作品である。

すン‐サーンス (lS35ヽ 1921)は  フ ランス近代音楽の基礎を築いた作曲家てあるが ビ 7

=ス ト オ ルガニスト 域 育者てもあり さ らに文学 哲 学、大文字などにも優れた才能を示し

極あて多才な人であった。こヨ奏血以上の室内案曲を2曲 も疾しておリ ロ マン派の作苗家の中で

は 他 のシャンルに劣らす ま 内楽 `おいてもかなりの夕作軍であったというととがてきる。 5つ

の楽器のtlい方が実に巧みな 「ピアタ五重奏由イ虚調 作 品14Jは  1855空 に作血された。準曲

構成の仕方においては基本的には古nlt的な伝統に従っているか 第 1楽章の主題を終楽章 (第4準

章)に おぃて再び用いているところなどに新しい感覚がうかがえる。それは,マ ン派て灯まれるよ

うになった循現形式を応用したものである。

ドホチーニ (1877-1960)は  ハ ンガリー生まれの作曲家である。指揮者としても世界的な

名声を得たが さ らにハンガリ
ー人としてリスト以来の優れたビアニストと賞賛されるはどの人て

もあった 第 二次世界大戦後 ユ故国を去ってアメリカに旗リ フ ロリダ州立大学のビテノど作曲め

数授となリ ニ 】
―コークで亡くなった。流魁な作風の 「ビアクエ重姿曲 算 二希 変 Ⅲ塩Jtt 作

品25Jてま 1914年 に作由された。彼は室内業の演装も得意とするビアニストであったが こ の作

品にもそうした演芸家としての紋の特徴がよく現れているさ後は後判ロマン派の彬響を強く受けた

と言われているが こ の作品ても特にブラ
ームスの影響が感じられる。20世紀になってから作齢さ

れた 「ビアノ五重奏曲Jの 中では極めて高い評価を得ている作品てある。

前日朗説 須 良 静 直




